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結果および考察 

   

各被検キノコの放射性 Csの溶出

率は，52.4％以上だった（表 1）．

これまでに干しシイタケの戻し水

への放射性 Cs の溶出率が約 50%だ

ったことが報告されている(食衛

誌，54，65-70 (2013))．このこと

から，各被検キノコの放射性 Cs の

溶出率は，妥当と考えられた．また，

被検キノコの 69%で，50%溶出時間

が 30分未満だった（表 2）． 

野生キノコを干して 30分以上水

戻しすることは，放射性セシウムの

除染に有効で，汚染の可能性のある

野生キノコを食用に供する際の放

射性 Cs 摂取を抑制する方法として

有効と考えられた． 

表 1．被検キノコの放射性 Cs の溶出率

表 2．被検キノコの放射性 Cs の 50%溶出時間

2015 年 5月から 9月までに長野県，福島県および宮城県で採取した 13 個の野生キノコを被検試料とし，

ゲルマニウム半導体検出器を用いて測定した．測定後，各被検キノコを 50 ml の純水に浸漬して室温に静

置した．10，30，60，180，360 および 1,440 分後に浸漬液を採取し，アルミホイル上で乾固させイメージ

ングプレートに 2～3日間露光し，ARG を作製した．各浸漬液の ARG に関心領域を設定し，放射能を示す輝

尽性蛍光量（photo stimulated luminescence density; PSL）を測定した．さらに，浸漬後の被検キノコ

に残存した放射性 Cs を測定した．得られた溶出率および PSL で作成した近似式から，各被検キノコの 50%

溶出時間を求めた． 

2012 年 4 月に食品の放射性 Cs の規制値が 100 Bq/kg とされたことで，複数の地域で野生キノコの出荷

規制が継続している．一方でマツタケを含む野生キノコの嗜好性は高く，採取した個人が放射性 Csの汚染

に気付かずに食して内部被曝することが危惧されている．これまで，干しシイタケに含まれていた放射性

Cs の戻し水への溶出に関する報告はあるが，干した野生キノコからの放射性 Cs の溶出は明らかにされて

いない．そこで，干した野生キノコの放射性 Cs の水への溶出をオートラジオグラフ（ARG）法で測定て溶

出速度を求めた． 
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